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要     旨 

ア．目 的 

 関節の老化は、おそらく関節唇にも生じている。しかし、寛骨臼関節唇を主に構成するコラーゲン線

維の詳細な微細構造は解明されていない。関節唇の加齢に伴う変化は、成人と高齢者のコラーゲン線維

の微細構造を比較することが重要と思われる。本研究の目的は走査電子顕微鏡（SEM）を用いて、関節

唇のコラーゲン線維の種類や走行様式などの基本的な微細構造を見出だし、成人と高齢者の差異を明ら

かにすることである。 

イ．研究対象及び方法 

 大腿骨頭壊死症患者成人 3 名(平均：41 歳)に施行された人工股関節置換術時に摘除された寛骨臼関節

唇と大腿骨頚部骨折患者高齢者 3 名(平均：85 歳)に施行された人工股関節置換術時に摘除された寛骨臼

関節唇を使用し、パラフィン包埋したサンプルブロックを作成した。ブロックから、光学顕微鏡（LM）

用と SEM 用試料を作成した。LM 用は薄切後、ヘマトキシリン・エオシン（HE）とアルシアンブルー

（AB）で染色し、観察した。SEM 用は、脱パラフィン後、細胞外マトリックスを消化する目的で 2N 

NaOH 処理した。 

ウ．結 果 

 LM の所見：H.E 染色では、成人寛骨臼関節唇は赤色の好染性が強く、AB 染色では青色の好染性が

強かった。高齢者の寛骨臼関節唇の AB 染色では、成人と比較し青色の染色性は弱かった。 SEM の所

見：成人の寛骨臼関節唇では、表面層を構成する軟骨膜は、平行に配置されたコラーゲン線維から成っ

ていた。コラーゲン細線維の径は 155.63±25.48（範囲：112.5〜187.5）nm で、type I に分類される 
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コラーゲンであった。その下層には、軟骨細胞とコラーゲン線維から成る軟骨組織が存在した。この組

織は、寛骨臼関節唇の大部分を成していた。軟骨組織を成すコラーゲン細線維の径は、82.01±14.43（範

囲：62.5〜100.0）nm で、type Ⅱに分類されるコラーゲンであった。軟骨組織から成る層には、type Ⅱ 

コラーゲンを分割するように平均直径 155.63nm の type I コラーゲンが筋状に走行していたので、3〜5

層を成すようにみえた。type I コラーゲンと type Ⅱコラーゲンは交わることなく、溝のような間隙が存

在した。関節唇の深部には、血管組織を豊富に含む層が存在した。高齢者の寛骨臼関節唇の軟骨組織の

層に見られる軟骨細胞数は 4.79±1.99（範囲 2〜10）であった。これは、成人の軟骨細胞数が 44.74±

9.72（範囲 24〜59）であったことから、明らかに減少していた。さらに、軟骨細胞は著しく萎縮してお

り、そして細長い突起を有していた。 細胞質は縮小し、細胞小器官がほとんど存在していなかった。ま

た、コラーゲン線維の配列パターンは乱れ、コラーゲン細線維の破断もみられた。 

エ．考 察 

 寛骨臼関節唇は線維軟骨組織であることが確認された。これまで、寛骨臼関節唇は 3 層から成ってい

るとの報告がある。しかし、本研究ではサンプル間による差は若干見られたが、3 層以上の層から成っ

ていることが明らかになった。これは、層を多く重ねることにより、関節内の多様な負荷に対して、対

応性の高い構造を成すためと考えられた。また過去の報告では type I コラーゲンからなるとされてきた

が、本研究では type Ⅱコラーゲンから構成される軟骨組織の存在が明らかになった。高齢者の LM 所

見の AB 染色による青色の染色性の低下は、SEM 像で認められた軟骨細胞の数の減少だけでなく、細胞

小器官の存在が確認できないほどに細胞質が萎縮したことによるためと考えられた。また、高齢者にお

いては、寛骨臼関節唇内のコラーゲン線維の配列パターンの異常、コラーゲン細線維の緻密性の低下、

または部分的な破断などもみられたが、これらが関節症の発生や進行に影響している可能性がある。 

オ．結 語 

・表面層を構成する軟骨膜は type I コラーゲン、その下層には軟骨細胞と type Ⅱコラーゲン線維から

成る軟骨組織、さらに下層には、血管組織を豊富に含む層が存在した。 

・軟骨組織は、寛骨臼関節唇の大部分を成していたが、軟骨組織の層は、type Ⅱコラーゲンを分割する

ように type I コラーゲンが筋状に走行していた。 

・高齢者の軟骨細胞数は、成人と比較して明らかに減少し、細胞質は萎縮していた。 



・高齢者のコラーゲン線維の緻密性は低下し、配列パターンは乱れ、コラーゲン細線維の破断もみられ

た。 

 


